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２－１

自 由 民 主 党 ４０番 満 山 喜 一

要 旨 答 弁 者 担 当 課

一 県政運営について

１ 知事は、何に重点を置いて県政を運営していくのか尋ね 知 事 政 策 調 査 課

たい。

２ 中長期の見通しに立った財政運営をどのように行ってい 総 務 部 長 財 政 課

くのか、県の考えを尋ねたい。

３ 風評払拭及び風化防止のため、情報発信にどのように取 直轄理事兼安全 広 報 課

り組むのか、県の考えを尋ねたい。 管理監

二 地方創生について 知 事 復興・総合計画

課

知事は、地方創生にどのように取り組んでいくのか尋ねた

い。

三 復興に向けた取組について

１ 県は、避難地域の将来像の策定に向け、どのように取り 避難地域復興局 避難地域復興課

組んでいくのか尋ねたい。 長

２ 県は、避難市町村の帰還に向け、どのように取り組んで 〃 〃

いくのか尋ねたい。

３ 復興公営住宅への入居の意向を的確に把握し、必要な住 〃 生 活 拠 点 課

宅の整備を進めるべきと思うが、県の考えを尋ねたい。

４ 県は、市町村除染の加速化に向け、どのように取り組ん 生活環境部長 除 染 対 策 課

でいくのか尋ねたい。
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要 旨 答 弁 者 担 当 課

四 廃炉・汚染水対策について 知 事 原子力安全対策

課

福島第一原発の廃炉・汚染水対策の進捗状況をどのように

捉え、今後、進捗状況等をどのように確認し県民に伝えてい

くのか、知事の考えを尋ねたい。

五 原子力損害賠償について 原子力損害対策 原子力損害対策

担当理事 課

１ 東京電力に対し、被害者の個別の事情に応じた賠償を柔

軟に行うよう求めるべきと思うが、県の考えを尋ねたい。

２ 被害者が円滑に賠償を請求することができるよう、専門

家による支援を行うべきと思うが、県の考えを尋ねたい。

六 在外県人会との交流について 生活環境部長 国 際 課

在外県人会との交流の促進について、県はどのように取り

組んでいるのか尋ねたい。

七 保健医療従事者の養成について 保健福祉部長 地 域 医 療 課

理学療法士等保健医療従事者の養成に向け、県立養成施設

の整備にどのように取り組んでいくのか、県の考えを尋ねた

い。

八 医師確保対策について 〃 〃

今年度の医師臨床研修マッチング結果の評価と今後の臨床

研修医の確保対策について、県の考えを尋ねたい。

九 産業の振興について

１ 知事は、今後の県内経済の発展にどのように取り組んで 知 事 商 工 総 務 課

いくのか尋ねたい。
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要 旨 答 弁 者 担 当 課

２ 県は、県内企業の技術開発や特許取得をどのように支援 商工労働部長 産 業 創 出 課

していくのか尋ねたい。

３ 県は、医療機器分野に取り組む県内企業の海外展開をど 〃 医療関連産業集

のように支援していくのか尋ねたい。 積推進室

十 観光の振興について 観光交流局長 観 光 交 流 課

県は、デスティネーションキャンペーンを契機とした地域

団体との連携をどのように継続していくのか尋ねたい。

十一 農林水産業について

１ 県は、本県の農林水産物の輸入規制を行っている国や 農林水産部長 農産物流通課

地域の規制緩和に向け、どのように取り組んでいくのか

尋ねたい。

２ 稲作農家の経営安定に向け、どのように支援していく 〃 水 田 畑 作 課

のか、県の考えを尋ねたい。

３ 県は、ため池の放射性物質対策に取り組む市町村をど 〃 農 地 管 理 課

のように支援していくのか尋ねたい。

十二 教育行政について

１ 少人数教育を今後も継続すべきと思うが、県教育委員 教 育 長 教 育 庁

会の考えを尋ねたい。

２ 県教育委員会は、医学部への進学を希望する生徒の進 〃 〃

路実現に向け、どのように取り組んでいくのか尋ねた

い。

３ 県中地区における県立特別支援学校の整備について、 〃 〃

県教育委員会の考えを尋ねたい。
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４ 県教育委員会は、体力・運動能力調査の結果を踏ま 教 育 長 教 育 庁

え、児童生徒の体力の向上にどのように取り組んでいく

のか尋ねたい。

十三 警察行政について 警 察 本 部 長 警 察 本 部

１ 県警察における危険ドラッグに関する対策について尋

ねたい。

２ 県警察における児童生徒への危険ドラッグ乱用防止の

啓発について尋ねたい。


